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本書の特徴

① 「格差」問題の歴史的・構造的な原因の究明

② 認定基準の中身に踏み込んだ具体的な検討と改善案の提起
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弁護士 藤岡 毅 （元）内閣府 障がい者制度改革推進

会議総合福祉部会委員

2014年8月に障害認定判定に地域間格差が顕著との報道が流れ、
慌てて厚労省が調査を開始した。

その調査結果に基づき、2015年2月から専門家検討会に検討させ
て対応するという。格差を是正すべきという方向は誰にも異論がな

い。

しかしながら今国が進めようとしていることの正体・問題点が何

か、議論の中身が密室であること、もともと弁護士の多くは障害年

金の実務に疎いこと等もあり、なかなか理解が出来なかった。

そんな時、この、検討会に対する「問題点の批判と私たちの課

題」は、今起きている事象の課題に切り込むとともに、現行の障害

年金の認定システムが内包する矛盾を暴く、本質を捉えた良書であ

る。

障害者の支援に関心を寄せる全ての市民に目を開かせる、「今読

まねば損」という絶好のブックレットとして全ての市民、支援者、

そして弁護士に推薦します。

橋本 宏子 社会保障法 神奈川大学名誉教授

本書は、「精神・知的障害に係る障害年金の認定の地域差
に関する専門家検討委員会」における討議内容を受給者、支

援者の側から見きわめ、課題を明らかにすることを目的とし

ています（本書の「はじめに」により要約）。

本書は、大別すると、１、社労士をはじめ、多くの専門家

の方々が、それぞれの職種による立場と切り口で格差問題を

論じている部分と ２、「格差」問題を理論的に検討する部

分から成り立っています。

本書では、障害年金の認定における格差とは、「同じ程度

の障害の状態にある者の間にある障害認定の差別的な取り扱

いのこと」と定義され、こうした格差は、「所得保障が必要

とされる者が低い年金しか受けられない、あるいは年金その

ものが受けられないという意味で、障害者にとって不当な権

利の侵害である」と考えられています。障害年金の認定にお

ける格差問題において重要なのはその「格差を生み出した原

因が何であり、その責任は誰が負うべきか」であるという問

題認識は、本書に掲載された多くの論稿の背後に流れる共通

の思いであるように窺われます

本書の執筆者が、「格差」問題という重要だが困難な問題

に果敢に取り組まれたことに敬意を表するとともに、多くの

方々が本書を読まれ、自分の問題としてぜひこの問題を考え

て頂ければと願うものです。
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